
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵

ー

l
解
題
と
翻
刻
|
| 『

軍
談
要
集
』

は
じ
め
に

長
崎
県
島
原
市
の
島
原
図
書
館
に
あ
る
肥
前
島
原
松
平
文
庫
に
、
管
見
の

限
り
孤
本
と
思
し
い
『
軍
談
要
集
』
と
い
う
全
一
冊
の
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い

る
(
松
1
1
5
/
1
0
0
以
下
「
該
本
」
)
。
そ
の
内
容
は
、
「
軍
談
」
と
い

う
名
の
も
と
に
全
二
三
話
の
、
「
説
話
」
と
も
「
武
辺
附
」
(
武
士
、
特
に
は

戦
国
武
将
等
の
功
名
護
)
と
も
呼
ぴ
得
る
よ
う
な
逸
話
が
集
め
収
め
ら
れ
て

い
る
。該

本
は
既
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

(
Z
G印
に
¥
者
当
者
-

E
己・

2
・
匂
¥
)
電
子
資
料
館
の
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

に
お
い
て
、
モ
ノ
ク
ロ
画
像
に
よ
る
全
部
の
内
容
閲
覧
が
で
き
る
が
、
該
本

を
正
面
か
ら
紹
介
し
た
研
究
は
、
あ
く
ま
で
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
把
握

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
概
要
や
該
本
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
本
稿
で
取

り
上
げ
て
み
た
い
。
併
せ
て
本
文
の
翻
刻
を
付
す
。

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
|
|

に
つ
い
て

田

寛

口

解
題
(
ご
|
|
書
誌
|
|

ま
ず
、
該
本
の
書
誌
を
以
下
に
示
す
。

請
求
記
号
・
函
架
番
号
一
一
一
五
|
一

O
(松
1
1
5
/
1
0
)

巻
冊
一
一
冊

外
題
一
「
軍
談
要
集
完
」
(
表
紙
左
に
書
題
簸
)

内
題
一
「
軍
談
要
集
」
(
巻
首
)
・
「
軍
談
要
集
僧
」
(
尾
)

装
訂
一
袋
綴

寸
法
一
縦
二
二
・
五
糎
×
横
一
四
・
一
糎

表
紙
一
前
表
紙
は
白
色
地
に
藍
色
打
曇
(
竪
二
筋
、
濃
と
淡
)
、
後
表
紙

は
薄
茶
色
(
竪
一
筋
)
。

見
返
し
一
本
文
共
紙

料
紙
一
椿
紙

紙
数
一
全
四
七
(
前
遊
紙
一
、
後
一
)
丁

nwu 
no 



肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
築
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
|
|

一
面
行
数
一
五

用
字
一
漢
字
平
仮
名
交
じ
り

字
高
一
各
話
、
第
一
行
の
み
一
四
・
八
糎
、
第
二
行
か
ら
二
ニ
・
八
糎
(
後

述)。

書
入
一
墨
書
き
の
注
記
(
同
筆
)

蔵
書
印
一
(
な
し
)

奥
書
一
(
後
文
参
照
)

典
籍
の
形
態
と
い
う
面
に
お
い
て
注
目
・
留
意
さ
れ
る
の
は
、
比
較
的
小

型
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
携
帯
も
容
易
な
大
き
さ
に
、
一
面
五
行
と
い
う
行
数

で
記
さ
れ
て
お
り
、
文
字
も
無
理
に
小
さ
く
詰
め
る
こ
と
な
く
均
等
に
配
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
話
、
第
一
行
の
高
さ
が
第
二
行
以
降
よ
り
突
出
し
、

話
の
書
き
出
し
が
見
出
し
易
く
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
諸
点
は
、
該
本
の
何

ら
か
の
用
途
を
反
映
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
実
態
は
未
詳
で
あ
る
。

該
本
の
伝
存
状
態
は
極
め
て
良
好
で
あ
り
、
何
度
も
読
ま
れ
た
り
使
わ
れ
た

り
し
た
と
い
う
よ
う
な
痕
跡
(
破
れ
や
汚
れ
・
疲
れ
)
は
殆
ど
見
ら
れ
な

、。
前
述
の
と
お
り
該
本
は
、
他
所
に
同
内
容
の
伝
本
の
存
在
が
知
ら
れ
ず
、

孤
本
と
目
さ
れ
る
が
、
「
兵
衛
佐
頼
朝
卿
」
で
始
ま
る
第
一
三
話
、
第
二
五

方
イ

丁
オ
モ
テ
に
「
洞
院
公
賢
」
と
あ
り
、
こ
の
「
方
イ
」
を
異
本
注
記
と
見

れ
ば
、
該
本
に
は
異
本
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
「
イ
」

と
い
う
記
号
が
『
軍
談
要
集
』
の
別
伝
本
で
は
な
く
異
書
、
す
な
わ
ち
「
公

賢
」
を
「
公
方
」
と
記
す
全
く
別
内
容
の
文
献
を
指
し
示
し
て
い
る
可
能
性

も
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
繍
松
平
文
庫
目
録
』
(
島
原
公
民
館

図
書
部
編
一
九
六
了
一
二
初
版
、
以
後
に
島
原
市
教
育
委
員
会
編
と
し
て

再
版
)
に
は
、
該
本
を
「
(
元
和
七
年
奥
本
ノ
転
)
写
」
と
す
る
が
、
親
本

の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

解
題
(
ニ
)
|
|
書
写
・
成
立
年
代
|
|

該
本
の
書
写
年
代
、
『
軍
談
要
集
』
自
体
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
不

審
な
点
が
少
な
く
な
い
。

ま
ず
前
掲
の
書
誌
で
は
「
後
文
参
照
」
と
し
た
奥
書
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『
国
書
総
目
録
第
二
巻
』
(
岩
波
書
店
。
旧
版
・
補
訂
版
を
問
わ
ず
)
「
軍

談
要
集
」
項
に
は
「
⑧
島
原
(
元
和
七
中
原
道
定
奥
書
)
」
と
あ
る
が
、
原

文
に
当
た
り
直
せ
ば
、
「
道
定
」
の
「
道
」
は
、
「
師
」
の
草
書
体
と
見
る
べ

き
も
の
と
思
わ
れ
、
翻
刻
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
奥
書
部
分
の
記
述
は
、
精
確

に
は
「
元
和
七
年
三
月
十
七
日
/
中
原
入
道
師
定
記
」
で
あ
る
(
第
四
六
丁

ウ
ラ
。
ス
ラ
ッ
シ
ュ
/
は
改
行
)
。
な
お
「
入
道
」
の
「
道
」
は
、
該
本
で

は
明
ら
か
に
「
道
」
と
判
る
書
き
方
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
「
道

定
」
と
読
む
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
元
和
七
(
一
六
二
一
)
年
に
『
軍

談
要
集
』
を
記
し
得
る
「
中
原
人
道
師
定
」
と
い
う
人
物
は
、
管
見
の
限

り
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
辛
う
じ
て
『
図
書
人
名
辞
典
第
一
巻
』

(
一
九
九
三
・
二
岩
波
書
庖
)
「
押
小
路
師
定
」
項
か
ら
、
押
小
路
(
中

原
)
師
定
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
は
元
和
六
年
生
ま
れ
で
(
『
系

70 



図
纂
要
』
に
よ
る
。
人
道
も
未
詳
)
、
同
定
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
該
本
を
奥
書
そ
の
ま
ま
元
和
七
年
の
写
本
と
見
な
す
こ
と
を
障
路

さ
せ
る
要
素
に
は
、
該
本
が
蔵
書
印
を
持
た
な
い
と
い
う
点
が
あ
る
。
肥
前

島
原
松
平
文
庫
蔵
本
の
中
核
は
、
初
代
肥
前
島
原
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
忠
房

(
一
六
一
九

1
一
七

O
O
)
の
蔵
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
蔵

書
の
多
く
に
は
、
忠
房
の
蔵
書
印
と
し
て
著
名
な
「
向
舎
源
忠
房
」
「
文
/

庫
」
と
い
う
印
が
見
ら
れ
る
。
元
和
七
年
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
該
本
を
忠

房
が
直
接
入
手
す
る
こ
と
は
あ
り
得
た
は
ず
で
あ
る
が
、
忠
一
房
一
の
蔵
書
印
が

見
ら
れ
な
い
以
上
、
該
本
が
肥
前
島
原
松
平
家
の
蔵
書
に
加
わ
っ
た
の
は
、

忠
房
死
後
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
入
手
時
期
が
か
な
り
下
る
の
で
あ

れ
ば
、
前
掲
『
鰯
松
平
文
庫
目
録
』
の
と
お
り
該
本
を
「
元
和
七
年
奥
本
」

の
転
写
本
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
忠
房
の
生
前
に
『
軍

談
要
集
』
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
自
体
を
疑
っ
て
み
る
べ
き
余
地
が
生
じ
て

こ
よ
う
。

も
し
そ
の
奥
書
に
虚
偽
が
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
該
本
を
敢
え
て
「
偽

書
」
と
見
な
し
た
上
で
、
そ
の
奥
書
の
年
月
日
や
人
名
の
意
味
を
捉
え
直
す

必
要
も
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

解
題
(
三
)
|
|
内
容
的
特
徴
ー
ー

実
際
、
該
本
の
内
容
は
、
第
一
話
の
日
本
武
以
下
、
織
豊
時
代
く
ら
い
ま

で
の
人
物
の
逸
話
が
、
緩
や
か
な
時
系
列
の
も
と
、
時
に
大
き
く
時
代
を
前

後
し
て
排
列
さ
れ
る
中
で
、
荒
唐
無
稽
と
も
い
え
る
話
も
少
な
く
な
い
。
そ

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
|
|

の
一
々
の
検
証
・
追
究
は
本
稿
で
は
避
け
る
が
、
中
原
氏
の
日
記
「
大
外
記

師
光
か
記
」
(
第
一
五
丁
オ
モ
テ
)
を
も
含
む
様
々
な
書
名
が
言
及
さ
れ
る

も
の
の
、
実
際
は
そ
れ
ら
の
文
献
と
は
異
な
る
、
俗
説
に
よ
る
も
の
が
大
半

か
と
疑
わ
れ
る
(
中
に
は
事
実
誤
認
や
誤
記
と
思
し
き
部
分
も
見
ら
れ
る
)
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
荒
唐
無
稽
さ
の
根
拠
や
意
味
に
一
定
の

注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。
ま
た
、
中
に
は
「
六
条
の
坊
門
の

北
」
で
始
ま
る
第
一
七
話
の
よ
う
に
、
『
東
斎
随
筆
』
(
仏
法
類
)
が
出
典
と

思
し
い
説
話
も
見
ら
れ
、
前
掲
『
蹴
剛
松
平
文
庫
目
録
』
が
該
本
を
「
説
話

集
」
に
分
類
す
る
こ
と
を
首
肯
さ
せ
る
よ
う
な
様
相
も
垣
間
見
せ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
前
述
第
一
七
話
の
結
び
と
し
て
豊
臣
秀
吉
の
こ
と
を
持
ち
出

す
の
に
「
こ
の
比
豊
巨
大
(
太
)
閣
の
」
と
し
、
第
一
八
話
に
お
い
て
は

「
近
比
毛
利
元
就
と
い
ふ
人
は
」
と
始
め
る
点
な
ど
は
、
原
話
を
そ
の
ま
ま

引
き
写
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
(
第
一
八
話
が
元
就
を
大
江
広
元
の
子
と

す
る
の
は
、
広
元
の
子
孫
と
し
て
大
江
氏
を
称
し
た
毛
利
弘
元
の
子
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
)
、
該
本
を
江
戸
時
代
初
期
に
生
ま
れ
た
武
辺
附
集
の
一

類
と
し
て
見
な
す
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
ら
し
さ
を

漂
わ
せ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
「
伊
達
式
部
少
輔
藤
原
の
政
宗
は
」
で
始

ま
る
第
二
一
話
の
末
尾
に
、
「
松
平
蔵
人
広
忠
」
「
安
城
三
郎
清
康
」
と
、
徳

川
家
康
の
父
広
忠
・
祖
父
清
康
の
名
を
出
し
な
が
ら
、
徳
川
体
制
下
ら
し
い

員
敬
等
の
配
慮
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
窺
わ
れ
よ
う
。
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肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
|
|

お
わ
り
に

該
本
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
と
い
っ
た
軍

記
類
に
関
わ
る
逸
話
も
あ
り
、
和
歌
に
関
す
る
話
や
東
国
・
奥
州
に
関
す
る

話
が
多
く
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
が
、
後
考
を
期
し
た

い
。
た
だ
、
稿
者
が
該
本
に
着
目
し
た
い
部
分
の
一
つ
に
は
、
「
太
田
道
濯

は
」
で
始
ま
る
第
二
二
話
の
存
在
も
あ
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
み
最

後
に
些
一
か
言
及
し
て
お
き
た
い
。

該
本
の
第
二
二
話
は
、
歌
集
『
異
本
慕
景
集
』
の
詞
書
・
和
歌
と
近
似
の

関
係
に
あ
る
。
『
異
本
慕
景
集
』
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
『
慕
景
集
』
(
「
慕

阜
県
」
を
「
慕
京
」
と
表
記
す
る
も
の
も
。
異
本
に
対
し
て
は
「
流
布
本
」
と

も
呼
ば
れ
る
)
の
異
本
と
し
て
知
ら
れ
、
『
慕
景
集
』
も
『
異
本
慕
景
集
』

も
太
田
道
濯
の
家
集
と
さ
れ
て
い
た
が
、
『
慕
景
集
』
の
ほ
う
は
早
く
か
ら

真
作
説
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
異
本
慕
景
集
』
の
ほ
う
は
、
『
和

歌
大
辞
典
』
(
一
九
八
六
二
ニ
明
治
書
院
)
「
道
濯
」
項
に
お
い
て
は
「
異

本
慕
景
集
は
道
謹
か
そ
の
周
辺
の
人
物
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、
肯
定

的
に
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
近
年
に
な
っ
て
小
川
剛
生
氏
の
検

証
に
よ
り
こ
ち
ら
も
「
後
人
の
担
造
に
か
か
」
る
等
と
さ
れ
た
。
『
軍
談
要

集
』
が
『
慕
景
集
』
(
流
布
本
)
で
は
な
く
あ
く
ま
で
『
異
本
慕
景
集
』
の

ほ
う
に
近
似
し
て
い
る
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
同
様

に
、
「
か
h

る
時
:
:
:
」
と
い
う
歌
(
後
掲
翻
刻
参
照
)
と
そ
れ
を
詠
ん
だ

経
緯
を
伝
え
る
逸
話
を
、
道
濯
の
も
の
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
L
。

本
稿
が
様
々
に
推
測
を
重
ね
た
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
の

書
写
年
代
や
成
立
年
代
は
、
「
か
h

る
時
:
:
:
」
の
歌
を
め
ぐ
る
こ
の
道
濯

の
逸
話
が
い
つ
頃
か
ら
の
も
の
で
あ
る
の
か
を
探
る
上
で
も
着
目
さ
れ
、
そ

の
こ
と
は
『
異
本
慕
景
集
』
の
成
立
年
代
が
い
つ
頃
で
あ
る
の
か
と
い
う
問

題
に
も
少
な
か
ら
ず
関
わ
っ
て
こ
よ
う
。
そ
う
い
っ
た
点
か
ら
も
、
唯
一
と

思
し
い
当
該
伝
本
の
精
査
は
、
今
後
も
必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

翻
案リ

【
翻
刻
凡
例
】

一
、
本
文
は
、
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
用
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
が
、
異
体
字
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
部

分
も
あ
る
。
誤
字
と
思
し
き
も
の
も
可
能
な
限
り
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た

が
、
一
々
に
断
ら
な
か
っ
た
。
濁
点
の
有
無
も
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

て
原
本
の
改
行
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ
/
に
て
示
し
、
改
丁
・
改
面
は
末
尾
に

(
2
オ
)
の
形
式
に
て
示
し
た
(
丁
数
は
前
遊
紙
を
第
一
丁
と
し
、
次
丁

の
墨
付
第
一
丁
を
第
二
丁
と
し
た
数
で
あ
る
)
。
な
お
、
原
本
は
各
話
と

も
第
一
行
の
み
、
行
頭
が
第
二
行
以
降
よ
り
一
字
分
高
く
書
き
始
め
ら

れ
、
す
な
わ
ち
第
二
行
以
降
の
行
頭
が
第
一
行
よ
り
一
字
分
下
が
っ
て
い

る
(
和
歌
の
上
の
句
は
さ
ら
に
一
字
分
、
下
の
句
は
上
の
句
よ
り
ま
た

さ
ら
に
一
字
分
下
げ
て
書
か
れ
て
い
る
)
。
こ
の
度
の
翻
刻
で
は
、
紙
幅

の
都
合
も
あ
り
、
そ
こ
ま
で
忠
実
な
再
現
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
翻

η'u 

句

t



刻
に
お
け
る
各
話
第
二
行
以
降
の
行
頭
を
一
字
分
下
げ
る
こ
と
と
し
た

(
原
本
に
お
け
る
実
際
の
各
行
頭
は
、
改
行
記
号
/
及
び
改
丁
・
改
面
注

記
に
て
判
別
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
第
三
六
丁
オ
モ
テ
に
お
け
る
一
箇
所

の
み
、
右
傍
記
を
再
現
す
る
都
合
に
よ
る
例
外
が
あ
る
)
。
た
だ
し
、
和

歌
に
つ
い
て
は
原
本
ど
お
り
上
の
句
を
さ
ら
に
一
字
分
、
下
の
句
を
上

の
句
よ
り
ま
た
さ
ら
に
一
字
分
下
げ
た
。

て
原
本
に
見
ら
れ
る
書
入
・
注
記
に
つ
い
て
も
極
力
再
現
に
つ
と
め
た

が
、
便
宜
上
、
異
な
る
処
置
を
選
択
し
た
部
分
も
あ
る
。
割
注
は
山
括

弧
〈
〉
を
付
加
し
て
示
し
(
改
行
は
前
条
に
同
じ
て
原
本
ど
お
り
の

小
字
二
行
に
は
し
な
か
っ
た
。

一
、
適
宜
、
括
弧
(
)
に
て
注
記
を
施
し
た
。
ま
た
、
各
話
末
に
丸
数
字

を
付
し
て
話
数
を
示
し
た
。

【
翻
刻
本
文
】

軍
談
要
集
/

景
行
天
皇
の
あ
ま
つ
ひ
っ
き
し
ろ
し
/
め
す
四
十
年
に
あ
た
り
て
日
本
/
武

の
皇
子
あ
つ
ま
を
し
た
か
へ
/
た
ま
ひ
み
や
こ
に
か
へ
り
の
ほ

(
2
オ
)

ら
せ
た
ま
ふ
つ
文
そ
の
あ
く
る
と
し
/
ふ
せ
し
た
か
へ
給
ふ
賊
徒
を
こ

り
/
て
あ
つ
ま
猶
お
さ
ま
ら
さ
り
し
/
か
ば
二
た
び
関
東
に
御
発
馬
あ

り
/
で
し
た
か
へ
は
し
た
ま
へ
と
も
陸
奥

(
2
ウ
)
の
国
阿
嵯
峨
の
郡

に
て
か
た
き
の
家
/
人
気
仙
の
を
ぷ
と
が
矢
に
あ
た
り
/
て
う
せ
給
ひ

ぬ
そ
の
所
に
後
に
み
/
さ
Y
き
を
き
っ
き
て
山
を
あ
さ
か
/
山
塚
を
あ

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
|
|

さ
か
っ
か
と
申
た
て
ま

(
3
オ
)
つ
る
こ
の
皇
子
を
阿
積
の
皇
子
と
/

申
た
て
ま
つ
り
し
ゅ
へ
也
又
山
の
/
井
と
い
ふ
は
皇
子
の
御
手
を
を
は

/
せ
給
ふ
し
時
御
艇
を
あ
ら
は
せ
/
た
ま
ふ
し
な
り
そ
れ
に
よ
り
て

(
3

ウ
)
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
な
と
い
へ
/
る
な
り
又
あ
つ
ま
と
い
ふ

あ
が
っ
ま

は
み
/
こ
と
あ
た
を
う
ち
給
ふ
時
橘
姫
/
海
に
入
て
う
せ
し
か
ぱ
吾
揺

(
嬬
)
や
/
と
な
け
き
給
ひ
し
よ
り
い
へ
る

(
4
オ
)
事
な
り
今
に
い
た

の

び

と

め

り
て
武
蔵
の
/
国
野
火
留
と
い
ふ
村
に
あ
づ
ま
の
/
岡
と
い
ふ
所
侍
る

な
り
/
①

六
孫
王
経
基
は
清
和
天
皇
の
御
孫
/
に
て
桃
園
の
親
王
の
御
子
に
て

(
4

ウ
)
さ
し
も
い
み
し
き
御
身
に
て
ま
し
ま
/
せ
し
が
承
平
元
年
に
豊
後

の
/
国
の
あ
こ
や
の
御
崎
と
い
ふ
所
に
/
唐
船
数
艇
っ
き
し
ょ
し
を
そ

の
/
国
の
か
み
の
申
せ
し
か
は
経
基

(
5
オ
)
飴
兵
を
さ
し
を
き
て
い

そ
き
く
た
/
り
給
ふ
て
こ
と
ゆ
へ
な
く
あ
ま
た
/
の
兵
船
を
き
り
と
り

こ
と
ゆ
へ
/
な
く
帰
陣
ま
し
/
¥
て
あ
ま
つ
/
さ
へ
あ
た
の
大
将
二
人

と
り
こ
に

(
5
ウ
)
し
給
ひ
ぬ
源
家
の
御
先
祖
は
/
か
く
も
あ
る
こ
と

に
こ
そ
/
②

坂
上
の
田
村
丸
は
苅
田
丸
の
子
に
て
/
田
村
の
犬
養
と
い
ふ
人
の
孫
よ
さ
る

/
に
此
田
村
身
の
長
八
尺
二
寸
胸

(
6
オ
)
の
ひ
ろ
さ
一
尺
二
寸
に
て

わ
ら
へ
ば
/
鬼
神
も
心
や
は
ら
ぐ
へ
く
い
か
れ
/
は
け
た
も
の
む
し
鳥

の
た
く
ひ
も
/
声
を
と
Y
め
り
延
喜
の
こ
ろ
東
兵
/
を
う
ち
弘
仁
年
中

に
藤
原
の

(
6
ウ
)
仲
成
を
う
ち
又
待
賢
門
の
怪
鳥
/
を
ゐ
な
ど
し
て

其
功
数
多
し
て
/
つ
ゐ
に
征
夷
将
軍
に
補
し
/
左
近
衛
大
将
に
て
中
納

内
喝
U

η
t
 



肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
|
|

言
兼
/
官
あ
り
て
征
夷
将
軍
の
役

(
7
オ
)
に
も
の
し
け
る
中
に
駿
河

の
青
/
野
と
い
ふ
所
に
て
は
て
に
き
/
③

源
の
満
仲
は
経
基
王
の
子
な
り
/
西
宮
殿
御
謀
反
の
御
心
つ
き
あ
ら
/
は
れ

て
い
そ
か
は
し
か
り
け
る
比
に

(
7
ウ
)
こ
と
の
首
尾
よ
ろ
し
く
禁
闘
を

/
守
り
た
ま
ふ
て
ほ
と
な
く
し
つ
/
ま
り
ぬ
そ
の
後
摂
津
国
の
兵
/
庫

に
て
唐
船
数
百
般
う
ち
/
と
め
て
左
少
将
ま
て
の
ほ
り
て
後
に

(
8
オ
)

鎮
守
府
の
将
軍
に
て
陸
奥
守
/
か
ね
て
歌
な
と
さ
へ
い
み
し
く
よ
/
ま

れ
寛
和
元
年
十
月
五
日
髪
/
を
そ
り
て
満
慶
と
名
を
あ
ら
/
た
め
摂
津

の
国
多
国
の
院
に
こ
も
り
で

(
8
ウ
)
長
徳
三
年
卒
し
ぬ
八
十
五
歳
/

に
て
侍
り
き
/
④

源
の
頼
義
義
家
父
子
は
河
内
守
/
頼
信
の
子
也
孫
に
て
侍
る
後
冷
/
泉
院
の

御
{
子
安
倍
の
貞
任

(
9
オ
)
宗
任
を
し
た
か
へ
文
義
家
は
弟
/
義
光
を
平

(
卒
・
率
カ
)
て
武
衡
家
衡
を
/
う
ち
て
父
子
其
功
す
く
な
か
ら
す
/
と

も
に
鎮
守
府
将
軍
に
て
陸
奥
/
守
か
け
ら
れ
き
世
に
は
前
九
年

(
9
ウ
)

後
三
年
の
た
h

か
い
と
い
ふ
は
あ
や
/
ま
れ
り
頼
義
奥
州
合
戦
は
/
永

承
二
年
よ
り
康
平
五
年
ま
/
て
は
十
二
年
な
れ
と
も
前
九
年
と
/
い
ふ

又
義
家
の
合
戦
も
永
保
(
叩
オ
)
二
年
よ
り
覧
治
五
年
ま
て
十
年
/
に

及
へ
り
是
を
も
後
三
年
と
申
/
事
也
あ
や
ま
り
な
る
へ
し
/
⑤

藤
原
の
庄
司
清
衡
は
荒
川
太
郎
/
武
貞
之
猶
子
也
武
衡
家
衡
(
叩
ウ
)
謀
反

之
時
義
家
の
旗
下
に
付
て
/
其
功
す
く
な
か
ら
す
依
て
陸
奥
/
の
介
に

任
せ
ら
れ
て
鎮
守
府
の
/
副
将
軍
に
任
せ
ら
れ
基
衡
秀
/
衡
に
い
た
り

て
奥
州
出
羽
両
国
(
日
オ
)
を
領
知
せ
し
也
/
⑥

中
宮
の
太
夫
朝
長
は
典
厩
義
朝
の
/
中
子
也
世
に
は
さ
の
み
軍
功
も
/
な
き

き

や
う
に
申
せ
と
も
北
白
川
/
相
模
太
郎
か
一
撲
に
十
四
歳
(
日
ウ
)
に

て
敵
十
余
騎
打
と
り
き
其
後
/
出
家
し
て
那
智
の
智
仙
房
と
い
ふ
/
い

み
し
き
僧
と
な
り
ぬ
/
⑦

源
三
位
頼
政
は
参
河
の
国
を
領
す
/
三
河
守
頼
綱
之
孫
兵
庫
の
頭
(
ロ
オ
)

仲
正
か
子
に
て
侍
る
歌
な
と
い
み
し
う
/
よ
み
て
集
に
あ
る
歌
多
し
そ

の
/
う
ち
に
も
/

人
し
れ
ぬ
大
内
山
の
山
も
り
は
/

木
か
く
れ
て
の
み
月
を
み
る
哉
(
ロ
ウ
)

五
月
雨
に
沢
辺
の
ま
こ
も
水
越
え
て
/

い
つ
れ
あ
や
め
と
ひ
き
そ
わ
つ
ら
ふ
/

わ
れ
に
を
と
る
か
た
こ
そ
な
け
れ
山
里
に
/

夏
そ
引
を
る
し
は
ふ
る
ひ
人
/

こ
の
三
首
は
こ
と
に
す
く
れ
て
秀
歌
(
日
オ
)
の
よ
し
に
て
侍
る
治
承
四

年
に
/
字
治
に
て
身
ま
か
り
け
る
と
い
/
へ
る
は
俗
史
の
あ
や
ま
り
な

は
ぷ
〈

る
/
へ
し
扇
の
芝
に
て
自
害
せ
し
は
/
渡
辺
の
省
と
い
ふ
も
の
頼
政
に

(
日
ウ
)
か
は
り
て
う
せ
し
と
也
尾
張
の
/
国
熱
田
の
大
宮
司
を
た
の
み

敗
/
軍
を
集
け
る
に
大
宮
司
心
か
は
/
り
し
て
終
に
熱
田
の
海
き
は
/

に
て
う
せ
ぬ
埋
木
の
歌
も
そ
の
(
凶
オ
)
時
の
歌
の
よ
し
熱
田
の
縁
起

/
に
侍
る
な
り
/
⑧

み
を
の
や
の
四
郎
と
い
ふ
も
の
は
武
蔵
/
房
弁
慶
か
か
り
の
名
に
て
/
景
清

に
わ
た
り
あ
ふ
て
侍
る
と
(
叫
ウ
)
な
ん
大
外
記
師
光
か
記
に
は
ん
へ

一74



る
/
箕
屋
は
も
と
は
弁
慶
か
母
の
氏
/
に
て
そ
の
母
は
箕
屋
新
蔵
人
/

継
宗
と
い
ふ
も
の
h

む
す
め
と
/
い
ひ
っ
た
へ
侍
る
(
日
オ
)
⑨

近
江
の
屋
形
義
実
の
ぬ
し
拾
遺
愚
/
草
を
よ
ま
れ
し
つ
ゐ
て
に
定
家
/
の
歌

に
/

夏
か
と
も
里
の
名
の
み
や
の
こ
る
ら
ん
/

雪
も
あ
と
な
き
小
野
の
あ
さ
ち
ふ
(
日
ウ
)

此
膏
(
歌
)
は
惟
喬
の
宮
の
旧
跡
を
よ
ま
/
れ
し
歌
也
此
旧
跡
比
叡
山

の
ふ
/
も
と
に
あ
り
そ
れ
を
和
田
の
中
務
/
太
輔
貞
綱
と
い
ふ
侍
を
屋

形
よ
/
り
め
さ
れ
て
そ
の
旧
跡
を
た
つ
ね
(
国
オ
)
ら
れ
し
時
山
門
の

横
川
の
下
に
/
小
村
あ
り
小
野
と
い
ふ
所
也
則
此
/
所
に
こ
れ
た
か
の

宮
を
い
は
ひ
て
/
惟
喬
の
明
神
と
も
小
野
明
神
と
も
/
い
へ
る
よ
し
申

け
れ
は
屋
形
不
知
(
凶
ウ
)
し
で
あ
り
け
る
よ
と
て
そ
の
宮
を
/
造
立

し
て
一
首
を
奉
納
し
/
た
ま
ふ
/

い
さ
h

ら
は
ふ
り
に
し
跡
を
あ
ら
た
め
て
/

の
ち
の
か
た
み
に
小
野
の
神
か
き
(
汀
オ
)

と
よ
ま
れ
し
也
や
さ
し
き
屋
形
/
な
り
し
な
り
/
⑩

三
好
長
慶
は
文
武
に
く
ら
か
ら
ぬ
/
名
将
に
て
侍
り
き
宗
養
宗
句
/
な
と
め

(
均
み
格
》

し
て
連
歌
興
行
あ
り
し
(
げ
ウ
)
に
あ
る
人
の
句
に
す
h

き
に
ま
/

し
る
あ
し
の
ひ
と
む
ら
と
い
ふ
句
を
/
い
た
せ
し
に
そ
の
次
の
句
ま
へ

長
慶
/
の
句
ま
へ
な
り
し
か
俄
事
あ
り
/
て
館
の
外
面
を
家
臣
赤
松
(
国

オ
)
か
こ
み
で
鯨
波
を
あ
け
し
か
は
/
長
慶
さ
は
き
も
あ
へ
す
な
を
/
連

歌
を
案
し
て
あ
ら
れ
し
に
/
工
藤
と
い
ふ
侍
近
習
に
侍
り
し
か
/
あ
ま

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
ー
ー

り
に
た
へ
か
ね
す
で
に
(
凶
ウ
)
一
の
き
ど
ま
て
か
た
き
を
そ
い
来
り
/

ぬ
か
く
て
は
い
か
』
と
申
け
れ
は
長
慶
/
け
し
き
た
ち
て
か
h

る
和
寄

(
歌
)
の
座
/
席
に
て
さ
や
う
に
あ
は
つ
る
も
の
/
か
長
慶
か
面
目
を
う

し
な
は
(
四
オ
)
す
へ
き
や
っ
か
な
と
大
き
に
し
か
り
/
て
な
を
も
あ

ん
し
あ
ら
れ
し
に
/
宗
養
申
さ
れ
け
る
は
和
歌
も
/
御
家
を
政
ご
ち
た

ま
ふ
は
し
な
る
/
を
先
当
然
の
御
か
た
き
を
ふ
せ
(
凹
ウ
)
か
れ
て
こ

そ
心
し
っ
か
に
御
連
歌
/
も
あ
そ
は
す
へ
け
れ
と
申
さ
れ
け
/
れ
は
さ

や
う
に
は
へ
ら
は
と
て
/
打
た
ち
ぬ
宗
養
に
申
を
か
る
h

は
/
相
か
ま

へ
て
此
句
を
外
よ
り
(
却
オ
)
つ
け
給
ふ
な
い
か
さ
ま
に
軍
馬
の
/
上

に
て
案
し
な
ん
も
し
万
に
ひ
と
つ
/
い
く
さ
あ
や
う
く
見
え
侍
ら
は
人

/
を
か
へ
し
申
へ
し
し
か
/
¥
の
か
た
/
よ
り
お
ち
た
ま
へ
と
や
く
そ

く
し
て
(
却
ウ
)
立
出
ら
る
h

に
ほ
と
な
く
あ
た
を
/
ふ
せ
き
て
ふ
た
h

ひ
め
で
た
く
/
立
か
へ
り
さ
い
ぜ
ん
の
句
に
/
つ
け
さ
ふ
ら
(
ふ
脱
カ
)

と
て
申
さ
れ
て
/
い
は
く
(
幻
オ
)

す
h

き
に
ま
し
る
芦
の
一
む
ら
/

ふ
る
ぬ
ま
の
あ
さ
き
か
た
よ
り
野
と
な
り
て
/

と
つ
け
侍
り
ぬ
と
申
さ
れ
き
ま
こ
と
に
/
ほ
こ
を
よ
こ
た
へ
て
詩
を
ふ

せ
し
/
た
く
ひ
こ
』
に
も
侍
り
ぬ
そ
れ
(
幻
ウ
)
よ
り
ふ
る
ぬ
ま
の
長

け
い
と
/
こ
そ
世
に
は
申
っ
た
へ
侍
る
/
⑪

園
太
暦
二
十
八
巻
ュ
在
之
(
左
文
の
傍
記
。
「
楠
正
成
か
」
の
右
傍
に
小
書
き
)

楠
正
成
か
軍
法
は
宋
の
胡
渚
蓄
か
軍
/
鑑
別
記
の
風
を
し
か
/
¥
う
つ
/
せ

り
北
小
路
の
独
清
軒
玄
恵
(
詑
オ
)
法
印
わ
か
う
侍
り
し
時
こ
の
軍
鑑

pnυ 
n
I
 



肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
l
|

/
を
す
き
て
講
し
け
る
を
楠
か
わ
/
ち
の
国
よ
り
折
節
叡
山
へ
ま
い
/

り
な
ら
ひ
っ
た
へ
侍
り
ぬ
さ
れ
と
も
/
文
章
の
意
味
出
家
の
講
に
た
ら

(
詑
ウ
)
す
と
後
に
は
あ
さ
け
り
て
軍
鑑
/
の
文
義
も
独
清
軒
よ
り
は
ま

/
さ
り
て
得
道
せ
し
か
は
そ
れ
を
/
い
き
と
を
り
ね
た
み
て
玄
恵
は
/

後
に
は
正
成
と
中
あ
し
く
(
お
オ
)
な
り
ぬ
/
⑫

兵
衛
佐
頼
朝
卿
後
に
右
大
将
に
/
な
り
て
建
久
九
年
十
二
月
稲
毛
/
三
郎
重

成
か
返
書
の
た
め
に
/
相
模
川
の
橋
を
供
養
す
こ
れ
に
(
お
ウ
)
頼
朝

卿
を
も
む
き
た
ま
ひ
病
気
と
/
な
り
給
ふ
と
は
申
せ
と
も
実
は
能
/
登

ち

、

ふ

守
教
経
西
国
の
難
を
つ
h

か
な
く
/
の
か
れ
て
久
し
く
武
蔵
の
秩
/
父

と
い
ふ
郷
に
の
か
れ
て
あ
ら
(
担
オ
)
れ
し
か
こ
の
供
養
の
人
立
を
/

き
』
て
供
奉
の
人
数
に
ま
き
/
れ
頼
朝
卿
を
う
ち
給
ふ
と
也
供
奉
/
の

周
章
大
か
た
な
ら
す
教
経
は
/
畠
山
か
家
臣
関
口
と
い
ふ
侍
か
(
泊
ウ
)

手
に
か
け
て
終
に
打
こ
ろ
せ
し
/
と
也
し
か
れ
と
も
よ
か
ら
ぬ
横
死
/

な
れ
は
史
官
こ
れ
を
か
』
(
く
?
)
せ
し
/
園
太
暦
に
侍
り
ぬ
園
太
暦

H
イ

は
/
洞
院
公
賢
の
作
な
り
(
お
オ
)
⑬

熊
谷
二
郎
直
実
大
夫
敦
盛
を
た
す
/
け
し
事
は
男
色
に
ま
よ
ひ
て
/
か
h

り

し
に
は
侍
ら
す
熊
谷
は
/
祖
父
忠
盛
の
恩
顧
の
も
の
な
れ
は
/
自
然
の

愛
心
に
て
一
度
は
た
す
け
(
お
ウ
)
ぬ
れ
と
も
や
む
こ
と
を
得
ず
し
て

/
う
ち
け
れ
は
そ
れ
を
不
便
に
思
ひ
/
け
る
に
や
出
家
し
て
け
り
/
⑭

吉
見
二
郎
為
頼
と
い
ふ
は
蒲
冠
者
/
範
頼
の
孫
須
太
寺
阿
闇
梨
範
(
部
オ
)

円
の
子
也
初
は
太
郎
禅
師
と
申
せ
/
し
か
祖
父
の
獄
中
に
身
ま
か
り
/

た
ま
ふ
を
い
と
を
し
く
お
も
ひ
て
/
時
に
と
り
で
は
あ
た
な
り
と
や
お

/
も
は
れ
け
ん
北
条
の
時
政
の
子
(
部
ウ
)
陸
奥
守
義
時
を
打
を
は
ん

ぬ
そ
の
/
身
は
亀
か
谷
に
て
し
っ
か
に
自
害
/
せ
し
ょ
し
藤
大
納
言
の

家
の
日
/
記
に
侍
る
さ
れ
と
も
こ
れ
を
東
鑑
/
に
は
も
ら
し
け
る
か
又

は
北
条
家
(
幻
オ
)
の
記
録
な
れ
は
事
を
か
さ
り
け
る
/
に
や
天
仁
元

年
六
月
六
十
二
に
て
/
卒
す
る
と
は
か
り
侍
る
/
⑮

丹
波
大
領
藤
原
朝
宗
は
中
納
言
山
/
蔭
卿
の
十
二
代
に
し
て
関
口
(
訂
ウ
)

判
官
宗
豊
の
子
也
肥
後
の
国
/
肥
前
の
国
能
登
の
国
の
聞
を
/
守
護
し

ま
は
り
肥
前
の
く
に
/
巨
倉
と
い
ふ
河
に
て
強
盗
に
あ
ひ
/
ぬ
す
人

三
十
七
人
手
つ
か
ら
(
却
オ
)
き
り
と
め
従
者
も
を
の
れ
/
¥
の
功
/

名
を
し
て
其
功
に
よ
り
て
高
松
/
院
殿
に
つ
け
ま
い
ら
せ
ら
れ
非
職
の

/
職
に
て
昇
進
を
と
げ
後
に
/
義
経
を
頼
朝
公
う
ち
給
ふ
と
き
(
却
ウ
)

た
の
ま
れ
た
て
ま
つ
り
加
勢
に
/
役
せ
ら
れ
文
治
五
年
三
月
に
/
奥
州

へ
下
り
閏
四
月
事
を
は
り
/
て
後
そ
の
勲
績
を
こ
な
は
れ
伊
達
/
の
郡

と
刈
田
の
郡
半
郡
を
給
り
(
却
オ
)
斎
川
と
い
ふ
所
に
居
城
せ
り
よ
り
/

て
は
し
め
は
倶
宗
と
い
ひ
し
を
/
頼
朝
公
よ
り
朝
の
字
を
た
ま
は
り
/

朝
宗
と
か
へ
に
き
三
子
あ
り
壱
/
人
は
伊
達
の
蔵
人
藤
原
の
頼
宗
(
却

ウ
)
壱
人
は
斎
川
兵
部
宗
勝
壱
人
は
/
中
村
主
計
允
宗
直
と
い
ふ
宗
直

は
/
中
村
に
居
城
し
て
中
村
常
陸
介
/
宗
村
と
い
ふ
人
に
な
ん
頼
宗
は

女
を
/
酋
の
御
方
と
申
て
頼
朝
公
の
御
簾
(
叩
オ
)
ち
か
く
つ
か
う
ま

つ
ら
し
め
幸
王
丸
/
を
う
み
た
て
ま
つ
り
し
也
こ
の
/
幸
王
丸
後
は
貞

暁
と
申
て
/
法
印
に
の
ほ
り
鶴
(
鶴
)
聞
の
若
宮
/
の
八
幡
の
別
当
に

て
侍
る
実
朝
の
(
叩
ウ
)
さ
し
つ
ぎ
の
弟
な
り
宗
村
は
久
安
/
元
年
に

ρ
n
u
 

η
t
 



関
東
に
つ
か
う
ま
つ
/
り
て
藤
か
谷
に
て
を
は
り
ぬ
/
⑬

六
条
の
坊
門
の
北
西
洞
院
の
西
に
/
堂
あ
り
み
の
わ
堂
と
号
す
件
の
(
担

オ
)
堂
は
伊
与
入
道
頼
義
奥
州
の
特
(
停
)
/
囚
打
た
い
ら
け
後
建
立
せ

り
仏
は
/
等
身
の
阿
弥
陀
也
頼
義
此
仏
を
/
造
立
し
恭
敬
礼
拝
し
て
極

楽
/
へ
か
な
ら
す
引
導
し
た
ま
へ
と
(
剖
ウ
)
申
給
ひ
け
れ
は
う
な
つ
か

せ
給
ひ
/
け
る
と
な
ん
十
二
年
の
戦
場
に
/
し
て
う
た
れ
た
る
も
の
』

片
耳
/
を
き
り
集
て
ほ
し
て
皮
子
二
/
合
に
み
て
持
て
の
ほ
ら
せ
た
り

け
る
(
担
オ
)
そ
の
あ
つ
め
し
所
い
ま
に
か
は
ご
の
/
原
と
で
あ
つ
ま

に
侍
る
と
な
ん
件
の
/
堂
の
土
壇
の
下
に
う
つ
め
け
る
に
よ
り
/
て
耳

納
と
号
せ
り
み
の
わ
堂
と
/
い
ふ
は
僻
事
也
こ
の
比
豊
臣
(
回
ウ
)
大

閣
の
朝
鮮
帰
陣
の
と
き
大
仏
/
の
耳
塚
を
き
っ
き
た
ま
ふ
も
さ
/
る
事

也
/
⑪

近
比
毛
利
元
就
と
い
ふ
人
は
大
江
の
/
広
元
の
子
に
て
多
治
比
に
て
七
(
泊

オ
)
十
貫
の
永
地
を
と
ら
れ
し
な
り
/
し
か
れ
と
も
兄
の
輿
元
の
身
ま

か
り
/
て
そ
の
子
幸
松
丸
も
は
や
う
/
う
(
マ
マ
)
せ
し
か
は
元
就
毛

利
の
家
を
/
っ
か
れ
た
り
吉
田
刑
部
と
い
ふ
を
(
お
ウ
)
う
ち
ぬ
そ
の
h

ち
正
親
町
の
院
御
/
践
酢
の
礼
用
事
ゆ
か
さ
り
し
を
/
元
就
そ
の
用
度

を
と
、
の
へ
ら
れ
し
/
か
は
叡
慮
感
し
給
ふ
て
大
膳
太
夫
/
に
な
し
た

ま
は
り
ぬ
(
担
オ
)
⑬

尊
氏
将
軍
は
実
は
左
大
臣
実
雄
の
/
別
腹
の
子
也
そ
の
妾
実
雄
に
/
わ
す
ら

れ
て
足
利
讃
岐
守
貞
氏
/
の
妾
と
な
り
て
尊
氏
を
つ
れ
ま
い
ら
/
せ
る

也
そ
の
母
を
さ
な
き
よ
り
弁
(
担
ウ
)
才
天
を
信
し
十
四
歳
よ
り
ち
か
い

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
|
|

/
て
い
は
く
一
度
は
天
下
の
母
と
/
な
ら
む
と
も
の
せ
し
か
は
は
た
し

て
/
尊
氏
を
う
み
ま
い
ら
せ
実
父
は
/
さ
し
も
相
国
に
の
ほ
り
た
ま
ひ

(
部
オ
)
尊
氏
は
も
と
よ
り
相
固
ま
て
を
/
く
ら
れ
一
天
下
の
あ
る
し
の

や
う
/
に
て
政
事
を
あ
っ
か
り
ま
い
ら
/
せ
ら
れ
し
か
は
そ
の
信
も
す

て
/
か
た
き
も
の
な
る
へ
し
尊
氏
の
か
し
(
部
ウ
)
こ
く
お
は
し
ま
す

を
貞
氏
い
み
し
く
/
愛
し
て
実
子
の
や
う
に
そ
た
て
/
あ
げ
給
ひ
し
と

そ
室
町
殿
の
/

室
町
の
家
記
十
四
巻
目
に
あ
り
(
左
文
の
傍
記
。
右
傍
に
小
書
き
)

記
に
侍
る
/
⑩

万
里
小
路
藤
房
卿
は
い
み
し
き
直
臣
(
部
オ
)
に
て
侍
り
き
さ
れ
と
学
才

な
き
/
人
に
て
侍
れ
は
い
さ
む
へ
き
場
を
/
の
が
し
た
て
ま
つ
り
か
へ

っ
て
/
は
不
義
の
名
を
と
れ
り
の
ち
に
/
妙
心
寺
に
こ
も
り
で
授
翁
宗

(
部
ウ
)
弼
と
申
き
此
宗
旨
の
法
灯
に
て
/
第
二
番
め
の
祖
師
に
て
六
祖

/
の
伝
を
う
け
り
/
⑫

伊
達
式
部
少
輔
藤
原
の
政
宗
は
/
伊
達
政
連
〈
弾
正
少
輔
母
は
/
国
司
北
畠

顕
直
女
〉
の
子
也
奥
州
(
訂
オ
)
の
斎
川
に
生
れ
た
り
父
白
鳥
明
/
神

は
日
本
武
の
尊
に
て
武
の
/
尊
神
な
り
と
て
こ
れ
に
い
の
り
て
/
十
三

月
に
て
生
れ
た
り
よ
り
て
/
白
鳥
の
冠
者
と
い
へ
り
十
四
歳
の
(
訂
ウ
)

時
父
に
し
た
か
ふ
て
上
京
花
の
御
/
所
に
つ
か
う
ま
つ
り
て
風
流
の
/

わ
ざ
を
も
な
ら
い
し
れ
り
花
の
御
/
所
と
は
義
満
将
軍
の
を
さ
な
か
り

/
し
と
き
の
御
所
の
御
名
な
り
よ
め
る
(
泊
オ
)
歌
多
し
康
暦
元
年
将

軍
家
/
名
所
合
之
寄
(
歌
)
に
/

-77一



肥
前
島
原
松
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軍
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に
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い
て
|
|
解
題
と
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瀧
(
滝
)
紅
葉
と
い
ふ
こ
と
を
/

枝
さ
そ
ふ
風
に
も
み
ち
の
色
ふ
か
く
/

そ
む
る
音
羽
の
峰
の
瀧
(
滝
)
つ
瀬
(
犯
ウ
)

又
述
懐
の
歌
に
/

身
に
な
れ
し
弓
を
枕
の
夢
の
間
も
/

お
さ
ま
る
御
代
に
あ
ふ
よ
し
も
哉
/

わ
け
で
秀
句
の
よ
し
尭
(
亮
)
孝
の
記
/
に
侍
る
一
生
鳩
を
た
ち
て
食

(
却
オ
)
せ
す
あ
る
ひ
は
と
る
も
の
あ
れ
は
/
あ
た
い
を
と
ら
せ
て
は
な

し
な
と
/
し
け
る
弓
矢
の
冥
加
あ
り
て
/
山
名
伊
与
守
時
氏
内
野
に
お

a
e
h
v
 

ゐ
て
/
明
徳
二
年
合
戦
の
と
き
も
将
軍
の
(
泊
ウ
)
旗
下
に
属
し
て
い

み
し
く
は
た
/
ら
き
結
城
先
生
景
吉
と
い
ふ
も
の
/
を
打
て
そ
の
勲
賞

に
下
野
の
/
久
我
を
た
ま
は
り
て
伊
達
刈
田
/
に
そ
へ
て
領
せ
り
こ
の

男
は
(
羽
オ
)
ゃ
ん
こ
と
な
き
馬
す
き
に
て
工
藤
/
と
い
ふ
御
者
に
し

た
か
ふ
て
そ
の
/
道
を
き
は
め
京
に
で
も
文
居
城
/
に
で
も
を
の
/
¥

留
主
在
城
を
い
/
は
す
す
く
れ
た
る
逸
足
の
馬
を
(
却
ウ
)
四
十
疋
つ
』

さ
も
あ
る
銅
具
を
そ
へ
/
て
馬
ゃ
に
た
で
た
り
し
そ
れ
/
ゆ
へ
関
東
こ

れ
に
し
た
か
ふ
も
の
多
/
し
て
そ
の
子
孫
近
比
ま
て
晴
宗
/
季
宗
左
衛

門
尉
忠
季
な
と
い
ふ
も
(
引
オ
)
あ
れ
り
晴
宗
は
万
松
院
義
晴
公
/
よ

り
御
誇
の
字
一
字
頂
戴
あ
り
/
そ
の
例
に
ま
か
せ
孫
の
万
千
代
忠
季
/

も
い
ま
だ
を
さ
な
き
よ
り
公
方
に
/
っ
か
ふ
ま
つ
り
て
光
源
院
義
輝
公

よ
り
(
制
ウ
)
輝
の
字
を
い
た
h

き
輝
宗
と
改
め
/
左
衛
門
尉
に
な
り
た

ま
は
り
ぬ
赤
松
/
一
撲
の
時
も
そ
の
功
祖
父
に
を
/
と
ら
す
文
長
尾
輝

虎
と
た

h
/
か
い
て
越
後
に
も
よ
せ
文
奥
羽
(
必
オ
)
の
う
ち
へ
も
ょ

せ
ら
れ
数
度
い
ど
/
ま
れ
信
州
う
ん
の
た
い
ら
の
惣
合
戦
/
に
も
一
度

も
ま
く
る
こ
と
な
く
し
か
も
/
家
臣
直
江
長
十
郎
と
い
ふ
も
の
を
/
と

り
こ
に
し
て
ま
で
を
か
れ
ぬ
(
羽
ウ
)
そ
の
う
へ
西
国
の
大
内
筑
前
の

/
字
喜
多
阿
波
の
上
杉
伊
勢
の
/
仁
木
み
な
/
¥
朋
友
の
ち
き
り
ふ
/

か
く
有
て
松
平
蔵
人
広
忠
も
/
兄
弟
の
約
束
あ
り
け
る
と
な
り
(
必
オ
)

広
忠
は
安
城
三
郎
清
康
の
子
/
な
り
/
@

太
田
道
濯
は
江
戸
の
城
ぬ
し
な
り
/
文
武
二
道
の
も
の
h

ふ
に
て
侍
り
/
き

あ
る
侍
の
小
田
原
陳
の
時
(
必
ウ
)
さ
っ
た
の
あ
た
り
に
で
か
ぶ
と
っ

き
/
の
く
ひ
を
ひ
と
つ
や
り
下
に
/
と
り
て
道
濯
に
み
せ
け
れ
は
/
そ

の
と
き
一
し
ゅ
を
ゑ
い
せ
/
ら
れ
け
る
(
叫
オ
)

か
h

る
時
さ
こ
そ
命
の
お
し
か
ら
め
/

か
ね
て
な
き
身
と
お
も
ひ
し
ら
す
は
/

と
よ
ま
れ
し
か
は
諸
卒
落
涙
を
な
/
し
て
た
の
も
し
き
大
将
と
申
き
/
⑫

楠
正
成
宮
方
の
御
運
っ
き
こ
ろ
に
な
ら
せ
(
叫
ウ
)
た
ま
ふ
を
よ
く
し
り
た

て
ま
つ
/
り
て
湊
川
に
て
義
死
を
と
け
り
/
こ
の
人
か
ね
/
¥
人
は
た

の
み
て
/
た
の
ま
る
h

も
の
』
又
た
の
み
/
て
も
た
の
み
か
た
し
た
』

わ
か
身
を
(
必
オ
)
わ
か
こ
h

ろ
に
よ
く
た
の
ま
る
h

ゃ
う
/
に
あ
り
た

し
と
申
き
あ
る
と
き
/
遠
志
入
道
か
た
へ
よ
み
て
つ
か
は
す
/
歌
に
/

行
す
ゑ
の
こ
と
は
な
と
ひ
そ
あ
か
ぬ
聞
の
(
必
ウ
)

わ
か
こ
h

ろ
を
は
わ
れ
も
し
ら
ぬ
に
/

と
よ
め
り
ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
き
/
歌
な
り
/
@

。。
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軍
談
要
集
畢
(
必
オ
)

元
和
七
年
三
月
十
七
日
/

中
原
人
道
師
定
記
(
必
ウ
)

士占(
1
)

た
だ
し
、
本
篇
に
お
け
る
「
師
」
の
字
も
明
ら
か
に
そ
れ
と
判
る
書
き
方

を
し
て
お
り
、
奥
書
に
お
け
る
書
き
方
と
は
異
な
る
。

(
2
)

『
東
斎
随
筆
』
の
出
典
と
さ
れ
る
『
古
事
談
』
巻
五
第
五
三
話
よ
り
近
い
。
『
東

斎
随
筆
』
は
三
弥
井
書
庖
刊
中
世
の
文
学
、
『
古
事
談
』
は
岩
波
書
庖
刊
新
日

本
古
典
文
学
大
系
及
び
笠
間
書
院
刊
『
新
注
古
事
談
』
を
参
照
。

(
3
)

な
お
、
前
掲
『
国
害
総
目
録
』
は
該
本
を
「
⑧
兵
法
」
と
し
、
兵
法
書
に

分
類
し
て
い
る
。

(
4
)

「
三
好
長
慶
は
」
で
始
ま
る
第
一
一
話
は
、
長
慶
の
連
歌
に
関
す
る
有
名
話

で
、
『
三
好
別
記
』
(
『
群
書
類
従
第
二
十
一
輯
合
戦
部
』
所
収
)
に
比
較

的
近
似
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
武
将
感
状
記
(
砕
玉
話
)
』
巻
五
に
も

類
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
(
『
常
山
紀
談
』
巻
三
に
も
補
説
と
し
て
収
載
)
。

た
だ
し
、
他
書
と
『
軍
談
要
集
』
と
で
は
差
異
も
多
く
、
各
個
は
直
接
の
依

拠
関
係
に
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

(
5
)

井
上
宗
雄
氏
執
筆
。

(
6
)

小
川
剛
生
氏
「
太
田
道
濯
の
伝
記
と
和
歌
」
(
二

O
O八
・
五
『
文
学
』

九
1

一
二
)
。
関
連
書
籍
に
、
同
氏
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
鎌
倉
将
軍

か
ら
戦
国
大
名
ま
で
』
(
二

O
O八
・
七
角
川
叢
書
初
版
角
川
学
芸
出
版
、

二
O
二
ハ
・
六
角
川
選
書
改
訂
初
版

K
A
D
O
K
A
W
A
)
。
ま
た
、
間
接

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
軍
談
要
集
』
に
つ
い
て
|
|
解
題
と
翻
刻
|
|

的
な
関
連
文
献
に
同
氏
コ
ニ
浦
道
す
と
太
田
道
濯
l
l戦
乱
の
世
に
生
き
た

武
家
歌
人
の
実
像
を
探
る
」
(
二

O
二
ニ
・
三
『
三
浦
一
族
研
究
』
一
七
)
等
。

『
慕
景
集
』
の
諸
本
展
開
に
つ
い
て
は
、
「
流
布
本
」
中
心
な
が
ら
、
武
井
和

人
氏
『
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』
(
一
九
八
九
・
七
笠
間
書
院
)
「
慕

景
集
諸
本
解
題
稿
」
(
初
出
は
白
方
香
里
氏
と
の
共
同
執
筆
で
一
九
八
四
・
三
)

が
あ
る
。

付
記蔵

書
の
閲
覧
・
翻
刻
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
肥
前
島
原
松
平
文
庫
・
島
原
市
教

育
委
員
会
の
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
該
本
の
形
態
が
注
目
・
留
意

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
数
年
来
の
調
査
過
程
に
お
い
て
日
下
力
氏
の
ご
教

唆
を
賜
っ
た
こ
と
、
謝
し
つ
つ
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。
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